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陳述書 

住所 ■■■■■■■■■■■■■■■■ 
氏名 ■■■■■ 印 （練馬区立中村中学校時代の生徒（卒業生）－荒井容子追記） 
 
 私は小学校から大学まで色々な先生に出会い、習いましたが、疋田先生程、生徒に親身

になってくれる素敵な先生に出会った事はありません。まさに金八先生の様です。 
 先生はいつも物事を生徒の身になって考え、生徒と一緒に行動し、生徒の支えになって

くれます。 
 私が中学校のときは、担任の先生ではありませんでしたが、理科の授業を受け持って下

さいました。中学生にとって理科は余り興味がなく、普通つまらないものだと思います。

しかし、疋田先生は生徒の興味を引くように、様々な自分で作成したテキストや教材をわ

ざわざ作って下さり、勉強を楽しい事に変えて下さいました。疋田先生の物が多いのは、

自分で色々と作成しているからだと思います。また理科に音楽は関係ない事のように思わ

れますが、ギターをひいて皆にわかりやすい様な解説をして下さる時もありました。この

様な感じの授業では当然物が多くなってしまいます。学校側は生徒１人ひとりにあった教

育をするならば、教師も１人ひとりと考え、個人を大切にすべきだと思います。教師の荷

物が多くなるのは仕方がない事なので、場所を提供すべきではないでしょうか？また、疋

田先生が辞めさせられてしまった学校より、その前の学校で何十年の同じ様に働いていた

のに、何故今回だけこの様な目に合わなければならないのでしょうか。 
 私が、担任の先生ではなかったのに、疋田先生のことに一生けん命になるのは、担任の

先生よりももっと何でも相談やねお話がしやすかったからです。現に、大人から見れば本

当につまらない相談にしょっ中のってもらっていました。普通の大人の先生から見れば、

バカにされる様な相談事でも、疋田先生はバカにしたりせずに、一つ一つちゃんと答えて

下さいました。疋田先生は常に生徒の目線に立ち、物事に一緒に立ち向かって下さる、と

ても素晴らしい先生です。 
 つまらない授業をいかに中学生に教えられるかということは、とてもたいへんな事です。

中学生はまだ子供だと大人は思っていますが、中学生は自分で大人だと思っているので、

そこがまたたいへんです。世の中には非行に走る様な生徒が多くいますが、その一因とし

て学校に行く事や授業がつまらないということがあります。私の同級生にも、そういう人

がいました。 
 そういう人達でも、何かきっかけがあったり、生徒と同じ目線で話せる先生に出会うと

人生が変わります。疋田先生は、生徒一人ひとりの気持ちを考え、接してくれるので、生

徒の心まで入りやすい先生です。また打ち明けやすい言葉や状態にして、話しを聞いて下

さいます。ただ話しを聞くだけではなく、それはどうしたらいいのかアドバイスを下さい

ます。 
 このように、一般にはいらっしゃらないタイプの先生なので、それを辞めさせてしまっ

たということが、非常に残念でなりません。 
 どうか日本の将来を担うこれからの中学生に、少しでも疋田先生を担当させ、明るい社

会に貢献できるようにお願いします。（現物はご本人による手書きです－荒井容子追記） 


